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1. 関連マニュアル 
 
本資料に関連するマニュアルは以下のとおりです。 

 
Man.No. シリーズ名 マニュアル名称 

SBCA-349 CJ シリーズ SYSMAC CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット 
ユーザーズマニュアル ハードウェア編 

SBCA-337 － SYSMAC CX-Programmer オペレーションマニュアル 
SBCA-351 CS シリーズ 

CJ シリーズ 
NSJ シリーズ 

SYSMAC CS シリーズ CS/CJ/NSJ シリーズ 
コマンドリファレンスマニュアル 

SDNC-753 V410-H/V450-H シリ

ーズ 
コードリーダ V450-H シリーズ／V410-H シリーズ ハ
ンディ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリー

ダ ユーザーズマニュアル 
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2. 注意事項 
 
(1) 実際のシステム構築に際しては、システムを構成する各機器・装置の仕様をご確認のうえ、

定格・性能に対し余裕を持った使い方をし、万一故障があっても危険を最小にする安全回

路などの安全対策を講じてください。 
(2) システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する各機器・装置のマニュアルや

取扱説明書などを入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項

を含め、内容を確認の上使用してください。 
(3) システムが適合すべき規格・法規または規制に関しては、お客様自身でご確認ください。 
(4) 本資料の一部または全部を、オムロン株式会社の許可なしに複写、複製、再配布すること

を禁じます。 
(5) 本資料の記載内容は、2023 年 9 月時点のものです。 

本資料の記載内容は、改良のため予告なく変更されることがあります。 
 
本資料で使われているマークには、次のような意味があります。 

 安全上の要点 

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 
 

 

 使用上の注意 

製品の動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避す

べきことを示します。 

 

 参考 
必要に応じて読んでいただきたい項目です。 
知っておくと便利な情報や、使用するうえで参考となる内容について説明しています。 

 

著作権・商標について 
Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 
本資料に記載されている会社名・製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 
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3. 概要 
 

本資料は、オムロン株式会社（以下、オムロン）製ハンディ DPM コードリーダ（V450-H シ
リーズ）／ハンディ 2 次元コードリーダ（V410-H シリーズ）の SYSMAC  CJ への接続手順、

RS-232C シリアル無手順通信をまとめたものです。 
5 章を通して、設定手順と設定時のポイントを理解することにより、簡単にシリアル通信接続

することができます。 
 
本資料では、「ラダープログラム」を使用します。 
ファイルの入手については、オムロンまでお問い合わせください。 
 

 

4. 対象製品と対象ツール 
 

4.1. 対象製品 
本資料で接続の対象となる製品は以下のとおりです。 
 
メーカ 名称 形式 バージョン 

オムロン CJ2 シリーズ CPU ユニット 形 CJ2□-CPU□□ 4.2. 項で記

載したバー

ジョン以降 
オムロン ハンディ DPM コードリーダ 形 V410-HDS4608□□ 

形 V450-HDS36X8-0001 
 

 

 参考 
本資料は機器の通信接続確立までの手順について記載したもので、機器個別の操作や設置お

よび配線方法に関しては記載しておりません。 
上記製品（通信接続手順以外）の詳細に関しては、対象製品の取扱説明書を参照するか、オ

ムロンまでお問い合わせください。 
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4.2. デバイス構成 
本資料の接続手順を再現するための構成機器は以下のとおりです。

・V410-H を接続する場合

 
 

メーカ 名称 形式 バージョン 

① オムロン CPU ユニット 形 CJ2M-CPU11 Ver.2.0 
② オムロン 電源ユニット 形 CJ1W-PA202 ―

③ オムロン CX-One 形 CXONE-AL□□C-V4/AL□□
D-V4

Ver.4.28 

④ オムロン CX-Programmer （CX-One に同梱） Ver.9.75 
⑤ オムロン CX-Programmer ラダープログラム 形 OMRON_CJ_V410-H_V450-

H_RXD_V100.cxp 
Ver.1.00 

⑥ － パソコン（OS：Windows 10） ― ―

⑦ － USB ケーブル(PC～CJ2M-CPU11 接続) ― ―

⑧ － オムロン製プログラマブルコントローラ

(CS/CJ/NJ）接続用 RS-232C ケーブル

形 V430-WPLC-2M (*1) ―

⑨ オムロン ハンディ DPM コードリーダ

有線タイプ

形 V410-HDS4608□□ ―

⑩ オムロン RS-232 通信ケーブル BD-9 ソケット 形 V410-WR-2M ―

⑪ オムロン AC 電源キット 形 V410-AC0-1 ―

*1: RS-232C ケーブルを自作する場合、「5.2 ケーブル配線図」を参照の上作成してください。

接続するコードリーダによって、⑨番以降の機器構成(図の赤枠部分)が異なります。 
詳細は、次ページを参照してください。

①～⑧の構成はどのコードリーダを使用した場合でも同一です。

⑧形 V430-WPLC-2M (*1)

①～② 形 CJ2M-CPU11
③～⑥ パソコン

(CX-One インストール済、

OS：Windows 10) 

⑦USB ケーブル

⑨

形 V410-HDS4608□□ 
有線タイプ

AC 100V 
⑪電源アダプタ

⑩RS-232C 通信ケーブル
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・V450-H(有線タイプ)を接続する場合

 
 

メーカ 名称 形式 バージョン 

⑨ オムロン ハンディ DPM コードリーダ

有線タイプ

形 V450-HDS3608-0001 ―

⑩ オムロン RS-232 通信ケーブル 形 12-9000953-01 ―

⑪ オムロン AC 電源ケーブル (*2) 形 12-9001046-01 ―

⑫ オムロン クレードル/充電器用電源キット 形 98-9000181-01 ―

*1: RS-232C ケーブルを自作する場合、「5.2 ケーブル配線図」を参照の上作成してください。

*2: AC 電源ケーブルは、中国、EU、英国、インド、日本、米国用があります。詳細については「コードリーダ

V450-H シリーズ／V410-H シリーズ ハンディ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダ ユーザー

ズマニュアル（SDNC-753）」を参照してください。 

・V450-H(ワイヤレスタイプ)を接続する場合

 
 

メーカ 名称 形式 バージョン 

⑨ オムロン ハンディ DPM コードリーダ

ワイヤレスタイプ

形 V450-HDS3678-0001 ―

⑩ オムロン ワイヤレスタイプ用 クレードル/充電器 形 12-9000937-01 ―

⑪ オムロン RS-232 通信ケーブル 形 12-9000953-01 ―

⑫ オムロン AC 電源ケーブル (*2) 形 12-9001046-01 ―

⑬ オムロン ワイヤレスタイプ用 クレードル/充電器用

電源キット

形 98-9000181-01 ―

*1: RS-232C ケーブルを自作する場合、「5.2 ケーブル配線図」を参照の上作成してください。

*2: AC 電源ケーブルは、中国、EU、英国、インド、日本、米国用があります。詳細については「コードリーダ

V450-H シリーズ／V410-H シリーズ ハンディ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダ ユーザー

ズマニュアル（SDNC-753）」を参照してください。 

⑧形 V430-WPLC-2M (*1)

①～② 形 CJ2M-CPU11
③～⑥ パソコン

(CX-One インストール済、

OS：Windows 10) 

⑦USB ケーブル

⑨

形 V450-HDS3608-0001 
有線タイプ

AC 100V 
⑪～⑫電源アダプタ

⑩RS-232C 通信ケーブル

⑧形V430-WPLC-2M (*1)

①～② 形 CJ2M-CPU11
③～⑥ パソコン

(CX-One インストール済、

OS：Windows 10) 

⑦USB ケーブル

⑨

形 V450-HDS3678-0001 
ワイヤレスタイプ

AC 100V 

⑩クレードル

⑫～⑬電源アダプタ

⑪RS-232C 通信ケーブル

ワイヤレス接続
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 使用上の注意 

上記ラダープログラムの入手、変換ケーブルのピン配置表(5.2 項)について、不明点ございま

したら、オムロン株式会社までお問い合わせください。 
 

 参考 
使用する通信ケーブルは、「コードリーダ V450-H シリーズ／V410-H シリーズ ハンディ

DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダ ユーザーズマニュアル（SDNC-753）」を

参照ください。CJ 側のコネクタ(RS-232C)は、「SYSMAC CJ シリーズ CJ2 CPU ユニットユ

ーザーズマニュアル ハードウェア編」(SBCA-349)を参照ください。 
 

 参考 
本資料では CJ2 との接続に USB を使用します。USB ドライバのインストールについては、

「SYSMAC CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337)の「付-10 USB ケー

ブルで直接接続する場合のドライバのインストール方法」を参照してください。 
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5. 接続手順 
 

5.1. ユニット設定例 
CJ ユニットの接続例を、下表の設定内容で説明します。 
また、CJ ユニットおよびハンディ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダが工場

出荷時の初期状態であることを前提として説明します。各々の初期化については、「付録 1. 
初期化方法」を参照してください。 
 

 形 CJ2M-CPU11 コードリーダ 
通信（接続）ポート ポート (RS-232C) － 
シリアル通信モード 無手順 － 
データ長 8 ビット 8 ビット（初期値） 
ストップビット 1 ビット 1 ビット（初期値） 
パリティ なし なし   （初期値） 
伝送速度 9,600 bps（初期値） 9,600 bps（初期値） 

 

 使用上の注意 

CJ ユニットは「形 CJ2M-CPU11」を使用し、通信接続ポートは「内蔵シリアルポート」を

使用することを前提としています。 
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5.2. ケーブル配線図 
ケーブル配線については「SYSMAC CJ シリーズ CJ2 CPU ユニットユーザーズマニュアル ハード

ウェア編」(SBCA-349)の「付-4 CPU ユニットのシリアルポートへの接続」を参照してください。 
 
■コネクタ形状および信号線（ピンアサイン） 
＜V410-H/V450-H＞ 適合コネクタ：D-sub 9 ピン 

Pin No. 信号名 入出力 

 

1 － － 
2 送信データ(SD) 出力 
3 受信データ(RD) 入力 
4 － － 
5 グランド(SG) － 
6 － － 
7 送信可(CS) 入力 
8 送信リクエスト(RS) 出力 
9 － － 

 
 
 
上記のピン配列は、右図赤丸部分です。 
右図はワイヤレスタイプのハンディ DPM 
コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリー 
ダを使用した場合の例です。 
 
 
 

 参考 
上記ピン配列は、V410-H/V450-H (有線、ワイヤレスタイプ)すべて共通です。 
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＜オムロン 形 CJ2M-CPU11 内蔵シリアルポート＞ 適合コネクタ：D-sub9 ピン 

 
 
■RS-232 通信用変換ケーブルのピン配線図（CJ とコードリーダを接続） 
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5.3. 通信接続確認例 

本資料では、「ラダープログラム」を使用し、通信接続確認を行います。ラダープログラムの詳

細については、「付録 2. ラダープログラム」を参照してください。 
CJとハンディDPMコードリーダ／ハンディ 2次元コードリーダ間では、「コードの読み取り」

をメッセージ送受信します。動作概要を以下に示します。 
 
 CPU ユニット RS-232C コードリーダ 

 ユーザメモリ 
ラダープログラム 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 
メモリ(DM) 
 

  
トリガボタン押下 
 

 
Adr:100 

～ 
 

 
 
 
 

  

 
  

 
受信データ 

受信データ 
格納エリア 

コードの読み取り 

データ受信待ち 
： 
： 
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5.4. 作業の流れ 
CJ とコードリーダをシリアル接続（無手順通信）する手順は、以下のとおりです。 
 

5.5. ハンディコードリーダの設定  ハンディコードリーダ(ワイヤレスタイプ)の設定を

行います。 
▼   

 5.5.1. 通信パラメータ設定  ハンディコードリーダの通信パラメータを設定しま

す。 
▼   

 5.5.2. パラメータの設定  ハンディコードリーダのパラメータを設定します。 
▽   

5.6. CJ の設定  CJ ユニットの設定を行います。 
▼   

 5.6.1. ハード設定  CJ ユニットのハードスイッチを設定します。 
▼   

 5.6.2. CX-Programmer の起動と 
オンライン接続 

 プログラミングツール「CX-Programmer」を起動し、

CJ ユニットとオンライン接続します。 
▼   

 5.6.3. シリアルポートの設定  CJ ユニットのシリアルポートを設定します。 
▽   

5.7. ラダープログラムの転送  ラダープログラムを CJ ユニットへ転送します。 
▽   

5.8. 接続状態の確認  転送したラダープログラムを実行し、シリアル通信が

正しく行われていることを確認します。 
▼   

 5.8.1. ラダープログラムの実行  ラダープログラムを実行します。 
▼   

 5.8.2. PLC メモリデータの確認  「CX-Programmer」の PLC メモリで、D メモリに読

み取ったコードが書き込まれていることを確認しま

す。 
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5.5. ハンディコードリーダの設定 
ハンディコードリーダを設定します。 
 

5.5.1. 通信パラメータ設定 
ハンディコードリーダ（以下、コードリーダ）の通信パラメータを設定します。 

1 クレードルのシンボルをスキャ

ンして、コードリーダをクレー

ドルとペアリングします。 
 
スキャン方法は、右図を参照く

ださい。 

＜スキャン方法＞ 

 

2 コードリーダのトリガボタンを

押し、右のコードを読み取りま

す。 
コードリーダに下記RS-232Cパ

ラメータが設定されます。 
 
※コードが正常に読み取れた場

合、コードリーダの LED が緑点

滅します。 

 

 

 

 参考 
RS-232C 通信接続の詳細は、「コードリーダ V450-H シリーズ／V410-H シリーズ ハンデ

ィ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダ ユーザーズマニュアル（SDNC-
753）」の「第 8 章 RS-232 インタフェース」を参照ください。 
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5.5.2. パラメータの設定 
ハンディ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダ（以下、コードリーダ）のパラメ 

ータを設定します。

本資料では、コードリーダが読み取ったコードをCJユニットへシリアル通信（無手順)する際、

エンドコード(サフィックス)として[CR][LF]を使用します。

1 コードリーダのトリガボタンを

押し、右のコードを読み取りま

す。

通信フォーマットが、[データ]＋
[エンドコード]設定となります。 

※エンドコードのデフォルト値

は、[CR][LF]です。そのため、エ

ンドコードを変更する必要はあ

りません。

参考

エンドコードを変更する際の手順は、本資料の「付録 3 エンドコードの変更」を参照くださ

い。

エンドコード設定の詳細は、「コードリーダ V450-H シリーズ／V410-H シリーズ ハンディ

DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダ ユーザーズマニュアル」（SDNC-753）の

「第 5 章 ユーザ設定およびその他のオプション」、「A-10  ASCII キャラクタセット」、「A-
9  数値キーボード」を参照ください。

5.6. CJ の設定 
CJ の設定を行います。 

5.6.1. ハード設定 
シリアルコミュニケーションユニットのハードスイッチを設定します。

使用上の注意

電源が OFF の状態で設定してください。 

1 CJ の電源が OFF の状態であることを確認します。
 
※電源が ON の状態であると、以降の操作を手順どおりに進めることができない場合があり

ます。

2 CJ 前面の「PORT」のコネクタにシリアルケーブル(RS-232C D-sub9 ピン)を接続します。
 
※内蔵シリアルポートの使用を前提とします。
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3 CJ の前面ディップスイッチの

SW5 を「OFF」に設定します。 
（工場出荷時のユニット番号は

「OFF」です） 

シリアル通信(無手順)する場合、ディップスイッチ 5 を

OFF にする必要があります。 

 
5.6.2. CX-Programmer の起動とオンライン接続 

プログラミングツール「CX-Programmer」を起動し、CJ とオンライン接続します。 
ツールソフトおよび USB ドライバをあらかじめパソコンにインストールしてください。 
 

1 パソコンと CJ を USB ケーブルで接続し、CJ に電源を投入します。 

2 CX-Programmer を起動します。 

 

3 メニューバーから[PLC]－［自動

オンライン接続］－［直接接続］

を選択します。 

 

4 ［直接接続］ダイアログが表示

されますので、［接続形式］とし

て［USB 接続］を選択し、［接続］

をクリックします。 
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5 右図のダイアログが表示されま

すので、［いいえ］をクリックし

ます。 

 

6 右図のダイアログが表示され、

自動接続が実行されます。 

 

7 オンライン接続状態になったこ

とを確認します。 
 

※「 アイコン」が押された状

態であれば、オンライン接続

状態です。 
 

 

 

 参考 
CJ とオンライン接続ができない場合は、ケーブルの接続状態等を確認してください。 
あるいは 3 項に戻って、4 項の接続形式等の設定内容を確認して再実行してください。 
詳細については、「SYSMAC CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337)の「第

6 章 PLC との接続」を参照してください。 

 

 参考 
本資料で説明している各種ダイアログは CX-Programmer の環境設定によっては表示されな

い場合があります。 
環境設定の詳細については、「SYSMAC CX-Programmer オペレーションマニュアル」

(SBCA-337)の「3-4 CX-Programmer の環境設定（［ツール］｜［オプション］）」から、 
「■[PLC]タブの設定」を参照してください。 
本資料では、「PLC に影響する操作はすべて確認する」の項目がチェックされている状態を

前提に説明します。 
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5.6.3. シリアルポートの設定 
CJ ユニットのシリアルポートを設定します。 
 

1 PLC の動作モードが「運転モー

ド」あるいは「モニタモード」に

なっている場合は、以下の①～

③の手順にて「プログラムモー

ド」に変更します。 
 
①CX-Programmer のメニュー

バーから[PLC]－［動作モード］

－［プログラム］を選択します。 
 
②右図のダイアログが表示され

ますので、［はい］をクリックし

ます。 
 
③CX-Programmer のプロジェ

クトワークスペースにある、

PLC 機種右側の表示（右図参照）

が「プログラムモード」になって

いることを確認します。 
 

 

 

 
 

 

（プロジェクトワークスペース） 

2 [PLC ｼｽﾃﾑ設定]をダブルクリッ

クし、開きます。 
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3 [シリアルポート]タブを押下し

ます。 
 
右図のようにシリアルポートの

設定項目が表示されます。 

 

4 右図のように、設定変更します。 
 
①通信設定を[ユーザ設定] 
②通信速度を[9600] 
③ﾊﾟﾗﾒｰﾀを[8,1,N] 
④ﾓｰﾄﾞを[RS-232C(無手順)] 
⑤ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞを[CR LF] 
 
 
 

 

5 オプションの[転送ﾊﾟｿｺﾝ→PLC]
を押下します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右図が表示されるので、[はい]を
クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
右図が表示されるので、[はい]を
クリックします。 
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6 オプションの[照合]を押下しま

す。 
 
 
 

 

7 右図のとおり「照合一致しまし

た」と表示されますので、[OK]を
クリックして、PLC システム設

定画面を閉じます。 
 

 
 
 

5.7. ラダープログラムの転送 
ラダープログラムを CJ ユニットへ転送します。 
使用する「ラダープログラム」は、オムロンから入手してください。 
 

1 「CX-programmer」のメニュー

バーから［ファイル］－［開く］

を選択します。 

 

2 右図のダイアログが表示されま

すので、［いいえ］をクリックし

ます。 

 

3 CX-Programmer プロジェクト

ファイル（「5.2. デバイス構

成」指定ファイル
[OMRON_CJ_V410_V450_RX
D_V100.cxp]）を選択し、［開

く］をクリックします。 
 
※使用するプロジェクトファイ

ルは、オムロンから入手して

ください。 
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4 ラダープログラムの読み込み完

了後、プロジェクトワークスペ

ースの［プログラム］を選択しま

す。 

 
 

 参考 
4 項において PLC とオンライン接続されている場合は、CX-Programmer プロジェクトファ

イルを読み込んだ時点で、自動的にオフライン状態へ変わります。 

 

5 プロジェクトワークスペースの

「プログラム」を選択し、メニュ

ーバーから[PLC]－［オンライン

接続］を選択します。 

 

6 右図のダイアログが表示されま

すので、［はい］をクリックしま

す。 
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7 オンライン接続状態になったこ

とを確認します。 
 

※「 アイコン」が押された状

態であれば、オンライン接続

状態です。 
 

 

 

8 プロジェクトワークスペースの

［プログラム］を選択し、メニュ

ーバーから[PLC]－［転送］－［転

送［パソコン→PLC］］を選択し

ます。 

 

9 ［プログラム］、［変数テーブル］

［コメント］、［プログラムイン

デックス］にそれぞれチェック

を入れ、[OK]をクリックします。 
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10 右図のダイアログが表示されま

すので、［はい］をクリックしま

す。 

 

11 右図のとおり転送が完了したこ

と（「転送完了」の表示）を確認

して[OK]をクリックします。 

 

12 プロジェクトワークスペースの

［プログラム］を選択し、メニュ

ーバーから[PLC]－［転送］－［照

合［パソコン－PLC］］を選択し

ます。 

 

13 ［プログラム］にチェックを入

れ、[OK]をクリックします。 
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14 右図のとおり「照合一致」と表示

されますので、[OK]をクリック

します。 
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5.8. 接続状態の確認 
転送したラダープログラムを実行し、シリアル通信が正しく行われていることを確認します。 

 使用上の注意 

以降の手順を実施する前に、シリアルケーブルや USB ケーブルが接続されていることを確

認ください。 
接続されていない場合、各機器の電源を OFF にしてからシリアルケーブルを接続してくだ

さい。 
 

5.8.1. ラダープログラムの実行 
ラダープログラムを実行します。 

 安全上の要点 

ラダープログラムを実行するときは、安全を十分に確認してから行ってください。 
ユニットの動作モードにかかわらず、接続機器が誤動作し、けがをする恐れがあります。 

 

1 PLC の動作モードが「プログラ

ムモード」になっている場合は、

「運転モード」あるいは「モニタ

モード」に変更します。 
 
下記手順①～③は、モニタモー

ドにします。 
 
①CX-Programmer のメニュー

バーから[PLC]－［動作モード］

－［モニタ］を選択します。 
 
②右図のダイアログが表示され

ますので、［はい］をクリックし

ます。 
 
③CX-Programmer のプロジェ

クトワークスペースにある、

PLC 機種右側の表示（右図参照）

が「モニタモード」になっている

ことを確認します。 
 

 
 

 
 

 
（プロジェクトワークスペース） 
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2 「CX-programmer」のプロジェ

クトワークスペースで［プログ

ラム］のツリーを開き、［セクシ

ョン 1］をダブルクリックしま

す。 
ラダーウィンドウ画面に、［セク

ション 1］のラダーが表示されま

す。 
 
 

 

3 右図のとおり、コードリーダで

以下のコードを読み取ります。 
 
 
（読み取るコード） 
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5.8.2. PLC メモリデータの確認 
「CX-Programmer」の[PLC メモリ]で、読み取ったコードが CJ ユニット上のメモリへ書き込

まれていることを確認します。 
 

1 「CX-Programmer」のメニュー

バーから[PLC]－［PLC 情報］－

［PLC メモリ］を選択します。 

 

2 表示された PLC メモリウィンド

ウのリストから、[D]をダブルク

リックします。 

 
（PLC メモリウィンドウ） 

3 表示された[D]ウィンドウの［先

頭チャネル］に「100」を入力し

ます。 
先頭チャネルが[D00100]に変わ

ったことを確認します。 
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4 メニューバーから［オンライン］

－［モニタ］を選択します。 

 

5 ［メモリエリアのモニタ］ダイ

アログが表示されます。 
[D]にチェックを入れて、［モニ

タ］をクリックします。 

 

6 右図の[D]ウィンドウにて、受信

した内容（コード）を確認しま

す。 
 
（右図の例では、[D00100]チャ

ネルを先頭に格納されたデータ

は Hex 値で「3132 3341 4243」
と な り 、 ASCII 文 字 で は

「123ABC」で、5.8.1.の 3 項と

同じ内容であることがわかりま

す） 

 

7 続けてコードリーダでコードを 
読み取ると、[D00100]～
[D00109]チャネルに格納された

データが一度クリアされてか

ら、新しく受信した内容(コー

ド)が格納されます。  
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付録 1 初期化方法 
 

本資料では、CJ ユニット、ハンディ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダが工場

出荷時の初期設定状態であることを前提としています。 
初期設定状態から変更された機材を利用される場合には、各種設定を手順どおりに進めること

ができない場合があります。 
 

付 1.1.  CJ ユニット 
CJ ユニットの設定を初期設定状態に戻すためには、「CX-Programmer」にて［PLC］-［動作モ

ード］－[プログラム］をクリックし、プログラムモードに遷移します。 
初期化するために、［PLC］-［メモリオールクリア］をクリックし、［メモリオールクリア確認］

ウィンドウで[初期化を実行する]をチェックし、[OK]を押下します。 

 
 

付 1.2.  ハンディ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダ 
ハンディDPMコードリーダ／ハンディ2次元コードリーダの設定を初期状態に戻すためには、

「コードリーダ V450-H シリーズ／V410-H シリーズ ハンディ DPM コードリーダ／ハンデ

ィ 2 次元コードリーダ ユーザーズマニュアル」（SDNC-753）の「第 5 章 ユーザ設定および

その他のオプション」－「ユーザ設定」－「工場出荷時のデフォルト値を設定」を参照してく

ださい。 
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付録 2 ラダープログラム 
 
付 2.1.  概要 

本章では、ハンディ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダを CJ ユニットに接続

するためのラダープログラム仕様および機能について説明します。 
本ラダープログラムは、コードリーダからの「コード」を CJ ユニットのメモリに保存します。 
 

 参考 
本ラダープログラムは、当社の実施した試験構成、各商品バージョン、評価に使用した商品

ロットにおいて通信が可能であることを確認しております。 
電気的ノイズ等の外乱下や機器自体の性能のばらつきにおいて、動作を保証するものではあ

りません。 

 

 参考 
本ラダープログラムの入手は、オムロンまでお問い合わせください。 

 
 
付 2.1.1.  通信データの流れ 

CJ ユニットがコードリーダからのデータを受信するまでの流れです。 
1. ラダープログラム実行 ラダープログラム上で、コードリーダからの

データ（コード）を受信待ち状態となります。 
 ▼  

2. データ受信 
(コードリーダのトリガボタンを押

すと、コードを読み取り、CJ ユニッ

トへ送信します) 

CJ ユニットは、コードリーダからのデータを

シリアル通信（無手順）で受信し、CJ ユニッ

トの内部メモリに格納します。 
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付 2.1.2.  RXD 命令 
シリアル通信命令（命令語：RXD）の動きについて説明します。 

 参考 
詳しくは、「SYSMAC CS/CJ シリーズ コマンドリファレンスマニュアル」(SBCA-351) の
「第 3 章 各命令の説明」「シリアル通信命令(RXD)」を参照してください。 

 
 RXD 命令 

 

 
 
付 2.2.  RXD 命令オペランドの設定 

本ラダープログラムのシリアル受信処理(RXD 命令)のオペランド設定値について説明します。 
下記の設定により、CJ ユニット内蔵シリアルポートでの受信データが、CJ ユニットのメモリ

[D100]以降に、受信バイト数だけ格納されます。 
・D：受信データ格納先頭 CH 番号＝[D100] 
・C：コントロールデータ C2 設定内容＝[#0] 
・N：格納バイト数＝[A393]     ※A393 はシリアル通信（無手順）で受信したデータ 

バイト数を示します。 
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付 2.3.  ラダープログラム 
 

付 2.3.1. ラダープログラムの機能構成 
機能構成は、以下のとおりです。 
大分類 内容 
1. データ格納メモリのクリア シリアルデータ受信時、データ格納メモリ D100～

D109 エリアを 0 クリアします。 
2. RXD 命令実行 シリアルデータ受信時、データ（コード）をメモリ

D100～以降のエリアに格納します。 
※エンドコードは保存されません。 

 
付 2.3.2. 各機能構成の詳細説明 

 
 1. データ格納メモリのクリア 

 
 

リレー/命令 内容 
A392.06 A 接点 シリアル通信（無手順）で、受信完了時 ON(1)します。 
BSET 命令 D100～D109 エリアに、0 を設定します（初期化） 

 
 

 2.  RXD 命令実行 

 
 

リレー/命令 内容 
A392.06 A 接点 シリアル通信（無手順）で、受信完了時 ON(1)します。 
RXD 命令 シリアル通信（無手順）で受信したデータを、D100～以降

のエリアに、受信したデータバイト数の分、格納します。 
 

 安全上の要点 

BSET、RXD 命令におけるデータエリア指定は、お客様のプログラム全体仕様を十分確認の

うえで行ってください。想定外のメモリエリアが書き換えられる恐れがあります。 
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付録 3 エンドコードの変更 
 

ハンディ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダのシリアル通信における、エンド

コード設定の変更について説明します。本資料では、エンドコードに[CR]を設定します。 
 

1 コードリーダのトリガボタンを

押し、右のコードを読み取りま

す。 
 
通信フォーマットが、[データ]＋
[エンドコード]設定となります。 
 
※エンドコードのデフォルト設

定値は、[CR][LF]です。 
  

2 コードリーダのトリガボタンを

押し、右のコードを読み取りま

す。 
 
 
通信フォーマットのエンドコー

ド設定開始状態となります。 
 
 
 

 

3 設定するエンドコード[CR]の 10
進数表記を、ASCII コード表から

探します。 
[CR]は 10 進数表記で[13]とな

り、コードリーダでは[1013]を設

定する必要があります。 

 

4 コードリーダ  V450-H シリー

ズ／V410-H シリーズ  ハンデ

ィ DPM コードリーダ／ハンデ

ィ2次元コードリーダ ユーザー

ズマニュアル（SDNC-753）の「A-
9  数値キーボード」に記載の 1
を読み取ります。 
 
※4 項～7 項で、1013 を 

1 文字ずつ順に設定します。 

 

5 引き続き、「A-9  数値キーボー

ド」に記載の 0 を読み取ります。 
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6 引き続き、「A-9  数値キーボー

ド」に記載の 1 を読み取ります。 
 

 

7 引き続き、「A-9  数値キーボー

ド」に記載の 3 を読み取ります。 
 
全て正常に読み取ると、エンド

コードが[CR]となります。 
 

 

 参考 
エンドコード設定の詳細は、「コードリーダ V450-H シリーズ／V410-H シリーズ ハンディ

DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダ ユーザーズマニュアル」（SDNC-753）の

「第 5 章 ユーザ設定およびその他のオプション」、「A-10  ASCII キャラクタセット」、「A-
9  数値キーボード」を参照ください。 
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改訂履歴 
 

改訂記号 改訂年月日 改訂理由・改訂ページ 
A 2021 年 1 月 初版 
B 2023 年 9 月 ・V450-H シリーズの発売にともなう改訂 

・誤記修正 
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